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Abstract
We concluded the international academic exchange agreement with the Chiang Mai University (CMU) 
in Thailand at 2005. The CMU and the Muroran Institute of Technology (Muroran-IT) have been 
maintaining student and academic exchange, research collaboration, and some activities. Since 2010,
the Department of Industrial Engineering at CMU and the Department/Course of Mechanical Systems 
Engineering at Muroran-IT have been doing systematically collaboration particularly in terms of 
education and research based on the student-centered activities. A representative activity is a joint 
symposium entitled MIER (Mechanical Engineering, Industrial Engineering, and Robotics), which has 
been alternatively held in Thailand and Japan every one or two years. Each symposium consisted of 
academic and cultural events including lectures, presentations, discussion, information and idea 
exchange, factory and laboratory visits, hands-on classes, excursion, meetings, and homestay. In this 
report, looking back a decade, we summarize the history and activities of the symposia briefly.
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Current situation of inter ational academic partnership at 
MuroranIT and p oposals for its furt er development
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Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international academic partnership at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals for further development 
of academic cooperation and exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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1 はじめに 
 
Chiang Mai University（以下、チェンマイ大学）は、2005 年（平成 17 年）4 月 19 日、49 校中（2020
年（令和 2 年、以下、原則、西暦で記す）4 月 6 日現在）第 10 番目に本学と締結した学術交流協定校で








チェンマイ市は、タイ王国の首都バンコクの北約 750 ㎞にあり、人口はチェンマイ県で 170 万人超、






2. 1 大学間交流 
チェンマイ大学と本学との大学間交流は、2004 年度に遡る。同年 11 月、国際交流室（国際交流セン
ター）教員と入試係長がチェンマイ大学を訪問し、チェンマイ大学の国際交流担当副学長ならびに工学
部長と今後の交流や協定等について懇談した。それを受けて、翌年の 2005 年 4 月に学術交流協定書お





2007 年 4 月、チェンマイ大学から最初の交換留学生を 5 ヶ月間に亘り本学で受け入れた。同年 10 月
には、チェンマイにおいて「第 14 回 3 大学国際合同セミナー・シンポジウム」が開催され、本学教員な









2. 2 学科間交流 
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には、チェンマイにおいて「第 14 回 3 大学国際合同セミナー・シンポジウム」が開催され、本学教員な









2. 2 学科間交流 







－ 35 － 
このシンポジウムは、チェンマイ大学の Industrial Engineering 学科（以下、生産工学科と記す）と
本学の機械コース（もの創造系領域 機械工学ユニット・ロボティクスユニット）の教員が中心となり、
本学側においては、国際交流センターをはじめ、学内各部局の協力を得て、1 年ごと乃至は 2 年おきに
両国で交互にホスト校を担当して執り行われている。本シンポジウムの初回は、2010 年 11 月、
International Symposium on Mechanical Engineering, Industrial Engineering, and Robotics 2010
（TJIEME-CMU-MuroranIT-2010）と銘打ってチェンマイ大学において開催された。その後、第 2 回
（MIER2012、Mechanical, Industrial Engineering and Robotics）(1) を登別と室蘭にて挙行した。な
お、この名称（MIER）が第 2 回目以降に引き継がれている。第 3 回（MIER2013）はチェンマイ、第 4






の略称を用いる場合は、第 1 回シンポジウムも含めて総括的に MIER として表す）を中心に、その活動
の一部を報告する。なお、第 7 回を 2020 年秋季にチェンマイにて開催の予定で準備を進めていたが、
COVID-19 感染拡大により延期された。よって、本報告は 2019 年に開催された第 6 回（MIER2019）
までの約 10 年間の内容で書き綴る。 
 
表 1 シンポジウムの開催実績 
 
開催回 名称 期日 開催地 
第 1 回 TJIEME-CMU-MuroranIT-2010 2010.11.22～11.23 タイ王国、チェンマイ 
第 2 回 MIER2012 2012.1.9～1.18 日本、登別・室蘭 
第 3 回 MIER2013 2013.11.14～11.17 タイ王国、チェンマイ 
第 4 回 MIER2015 2015.5.29～5.30 日本、室蘭 
第 5 回 MIER2017 2017.11.16～11.18 タイ王国、チェンマイ 





 以下、第 1 回（TJIEME-CMU- MuroranIT-2010、チェンマイ）から第 6 回（MIER2019、室蘭）ま
でのシンポジウムについて、主な活動内容を中心に、順を追って記す。 
 
3. 1 第 1 回シンポジウム（TJIEME-CMU- MuroranIT-2010） 
3. 1. 1 概要 
 初回のシンポジウムは、約 3 年間の準備期間を経て、2010 年 11 月 22 日から 23 日の 2 日間に亘りタ
イ王国チェンマイで開催された。参加者はタイ側（チェンマイ大学の学生と教員ならびに産業界や他大
学より）30 余名、日本側（学生 9 名（博士課程 2 名および修士課程 7 名）、研究生 1 名、教員 8 名の）
19 名、総勢で 50 名以上が集った。その一部は参加記として「蘭岳」124 号（2011 年）に報告されてい
る。 
 第 1 日目は朝 8 時頃からレジストレーションが始まり、朝 9 時よりチェンマイ大学副学長の臨席のも
と、厳かなオープニングセレモニーで幕を開けた。午前中は、両校からの祝辞、タイの産業界からの特
別講演に引き続いて一般講演が、午後はティーブレークを挟み、基調講演などをも含めて 4 セッション
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 36 － 
が、2 室のパラレルセッション形式で進行した。一般講演では、両大学等の学生ならびに教員が、ひと
り 20 分の持ち時間の中で、日頃、勤しんだ研究の成果を発表した（図 1）。 
 第 2 日目は朝 9 時から、途中で小休止を挟んでパラレルで 4 セッションの一般講演があった。正午過








図 1 学生の講演発表のひとコマ 
 
 
図 2 チェンマイ大学キャンパス内の渡り廊下に掲げられた歓迎の横断幕 
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－ 37 － 
さらに、チェンマイ大学側では同大学が発行するジャーナル、Chiang Mai University Journal of 
Natural Sciences (CMUJ) の特別号（Special Issue on Manufacturing Technology）の準備も進められ
た。本シンポジウムで発表された中から多くの研究論文が投稿された。（複数の覆面の Reviewers によ
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3. 1. 2 小括 




3. 2 第 2 回シンポジウム（MIER2012） 
2010 年 11 月のチェンマイにおける第 1 回のシンポジウム（TJIEME-CMU-MuroranIT-2010）に引
き続き、翌年度の、2012 年 1 月には北海道において 10 日間の合同セミナー（MIER2012、Joint 




と、チェンマイ大学側より教員 9 名および学生 10 名の計 19 名、本学側より教員 19 名および学生 28 名
の計 47 名、その他、他大学ならびに若干名の関係者を含めて、総勢 70 名弱と見積もられた。 
 
表 2 MIER2012 全体スケジュール（HS：日本人家庭へのチェンマイ大学学生のホームステイ） 
 
Date Place Events 
Jan. 9 (Mon) Muroran Arrival, Facility tour 
Jan. 10 (Tue) Muroran Opening, Lab-tour 
Jan. 11 (Wed) Noboribetsu Symposium, Keynotes 
Jan. 12 (Thu) Noboribetsu Symposium, Meetings 
Jan. 13 (Fri) Muroran Factory visit, Mini-seminar [HS] 
Jan. 14 (Sat) Muroran Study tour (skiing) [HS] 
Jan. 15 (Sun) Muroran Free (with host families) [HS] 
Jan. 16 (Mon) Muroran Hands-on seminar (with MuroranIT-UG) 
Jan. 17 (Tue) Toya, Muroran Study tour (museums), Farewell 
Jan. 18 (Wed)  Departure 
 
 














マイ大学側より 150 通に達した。 
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 38 － 
3. 1. 2 小括 




3. 2 第 2 回シンポジウム（MIER2012） 
2010 年 11 月のチェンマイにおける第 1 回のシンポジウム（TJIEME-CMU-MuroranIT-2010）に引
き続き、翌年度の、2012 年 1 月には北海道において 10 日間の合同セミナー（MIER2012、Joint 




と、チェンマイ大学側より教員 9 名および学生 10 名の計 19 名、本学側より教員 19 名および学生 28 名
の計 47 名、その他、他大学ならびに若干名の関係者を含めて、総勢 70 名弱と見積もられた。 
 
表 2 MIER2012 全体スケジュール（HS：日本人家庭へのチェンマイ大学学生のホームステイ） 
 
Date Place Events 
Jan. 9 (Mon) Muroran Arrival, Facility tour 
Jan. 10 (Tue) Muroran Opening, Lab-tour 
Jan. 11 (Wed) Noboribetsu Symposium, Keynotes 
Jan. 12 (Thu) Noboribetsu Symposium, Meetings 
Jan. 13 (Fri) Muroran Factory visit, Mini-seminar [HS] 
Jan. 14 (Sat) Muroran Study tour (skiing) [HS] 
Jan. 15 (Sun) Muroran Free (with host families) [HS] 
Jan. 16 (Mon) Muroran Hands-on seminar (with MuroranIT-UG) 
Jan. 17 (Tue) Toya, Muroran Study tour (museums), Farewell 
Jan. 18 (Wed)  Departure 
 
 














マイ大学側より 150 通に達した。 
タイ王国チェンマイ大学との学術国際交流について（合同シンポジウムの活動を中心に） 
－ 39 － 
開催経費については、JASSO（独立行政法人日本学生支援機構）への申請を行い、採択された。この
助成金を用いて、チェンマイ大学の学生 10 名を招聘することができたことは幸いであった。 
 














第 3 日目と第 4 日目は、登別温泉に移動して、基調講演ならびに研究発表会を開催した。15 分の研究
発表ならびに 5 分の質疑応答の、ひとり計 20 分でプログラムは組まれた。発表はすべて英語であり、
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図 7 ロボットアリーナにおけるサッカーロボットのグループワーク 
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－ 41 － 
3. 2. 3 紀要 
チェンマイ大学との活動では、学生や教職員の交流に留まることなく、研究成果の発表にも力を注い
だ。本学の紀要 62 号（2013 年）には、MIER2012 の Special Section が設けられた。今回のシンポジ
ウムにおける研究発表の中から、表 3 に載せる、計 10 編、総 63 ページの研究論文が、査読プロセスを
経て掲載された。 
 
表 3 紀要 62 号の掲載論文 
Li L., Hirota M., and Saito T., Numerical and Experimental Investigations of Fluidic Thrust 
Vectoring 
Suchaitanawanit B. and Cole M. O.T., Fundamental Limits of Performance in Minimum-Time 
Motion Control due to Structural Flexibility 
Tiwong S., Sopadang A., Banomyong R., and Ramingwong S., Thai Mango Supply Chain 
Comparison and Analysis to Japanese Market 
Sopadang A., Wanitwattanakosol J., Sukcharoen K., and Tiwong S., An Application of Value 
Network Mapping in Workload Control Concept 
Hemrattanakorn C. and Shevasuthisilp S., Efficiency Improvement Using Simulation Technique 
in Hard Disk Drive Arm Cleaning Process 
Du-Angburong P. and Chompu-Inwai R., Processing Time and Throughput Analysis, Man/Machine 
Utilization and Bottleneck Removal in the Hard Disk Drive Component Manufacturing Process 
using Process Simulation 
Kazama T. and Narita Y., Experiment on Frictional Characteristics of Brushes Using Toothbrushes 
Ambarita H., Daimaruya M., and Fujiki H., Numerical Study on Characteristics of Stress in Ω-
Shaped Tubular Bellows 
Teramoto K. and Yabuki K., Experimental Investigation of Machining Error in Elastomer 
Endmilling 
Kobayashi M., Tochikubo Y., Dai J., and Hanajima N., Development of the Sensor and Actuator 
Node Device for an Autonomous ATV 
 
3. 2. 4 小括 
第 2 回シンポジウムにおいては、両国の学生ならびに教員による約 50 件の研究発表および活発な質
疑応答があった。使用言語は、原則、すべて英語とした。発表時間は、機械系分野の一般的な国際会議









3. 3 第 3 回シンポジウム（MIER2013） 
今回のシンポジウム「MIER2013」においても（図 8）、第 1 回と同様にチェンマイにおける最大の
祭りとも位置付けられる Loi Kratong Festival（2013 年は 11 月 14、15 日）に合わせて、チェンマイ
大学側が準備下さった。市内中心のホテルが宿泊先ならびにシンポジウム会場であったため、学生の安
全確保や移動時間の短縮などを図ることができた。 
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 42 － 
 前日の 2013 年 11 月 13 日にホテルにチェックインを行い、14 日午前中にチェンマイ大学の研究セン
ターのひとつである、CMU-Energy Research and Development Institute (ERDI) を（図 9）、午後に






図 8 MIER2013 フライヤー 
 
 
図 9 チェンマイ大学 ERDI 見学 
 
 
3. 4 第 4 回シンポジウム（MIER2015） 
本学が 2 回目のホスト校となる本シンポジウム（MIER2015）は、前回の 1 月の厳冬期とは対照的な
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3. 4 第 4 回シンポジウム（MIER2015） 
本学が 2 回目のホスト校となる本シンポジウム（MIER2015）は、前回の 1 月の厳冬期とは対照的な
タイ王国チェンマイ大学との学術国際交流について（合同シンポジウムの活動を中心に） 
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翌日の 5 月 30 日（土）、特別講演や研究発表を中心とするシンポジウムを開催した（図 12）。午前は
開会式に続けて、本学側の基調講演で幕を開け、4 室 23 件の講演を、午後はチェンマイ大学側の基調講






図 10 本学正門に掲げた横断幕 
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図 11 書道によるアイスブレーキング 
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－ 45 － 
表 4 紀要 65 号の掲載論文 
Limwittayakorn, T. and Wongsapai, W., Biomass Supply Chain for Renewable Heat Incentive in 
Thailand 
Pongwasit, R. and Chompu-Inwai, R., Analysis of Wooden Toy Manufacturing Costs Through the 
Application of a Time-Driven Activity-Based Costing System 
Sittimoon, P. and Chompu-Inwai, R., The Use of Benchmarking to Improve the Finished Goods 
Inventory Management for Food and Agricultural Product Manufacturer in Thailand 
Hanajima, N., Liu, Q., and Kajiwara, H., A Four-Legged Mobile Robot with Prismatic Joints on 
Spiral Footholds 
Kazama, T., Tanimura, N., Narita, Y., Hanajima, N., Vibration Suppression of a Journal Bearing 
Using Temperature Control: A Preliminary Experiment 
Teramoto, K., Wu, D., Ota, K., and Hayashi, R., A Framework of Accuracy Assured Machining 
for Smart Manufacturing 
 
 
3. 5 第 5 回シンポジウム（MIER2017） 
第 5 回目となるシンポジウムは、2017 年 11 月 16 日（木）から 11 月 18 日（土）に、チェンマイに







講演（チェンマイ大学側 2 件、本学側 1 件）、学生の研究発表（5 室のパラレルセッション）、今後の共
同研究や学術交流に関する協議、ロイヤルプロジェクトの聴講や Fresh Food Packaging の視察、チェ




図 14 研究者および研究内容の紹介セッション 
 
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 46 － 
教員間ならびに学生同士の交流などを通して、活発に意見や情報が交わされ、和やかに懇親を深め、





図 15 学報の表紙 
 
3. 6 第 6 回シンポジウム（MIER2019） 
本学側のホスト役が 3 回目となった、MIER2019 では、これまでの経験を生かして、専門分野の情報
提供や意見交換、地域の施設見学や体験学習、ワークショップや学生交流など、学術交流と異文化交流
を融合したプログラムにより、両大学の学生と教員の交流促進を図る内容とした。2019 年 7 月 3 日（水）
から 5 日（金）の 3 日間の全体スケジュールを表 5 に示す。なお、実施内容の企画や実施に当たっては、
前回の方針を引き継ぐ形で、機械系（機械工学、生産工学、ロボティクス）分野のみならず、電気系、
情報系、環境系をはじめとする理工学領域の全般に亘る教育研究に携わる、チェンマイ大学（教員 7 名
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表 5 MIER2019 の全体スケジュール 
3rd July 2019 (Wed)   
11:00-11:30 Industry-visit AW Farm Co.,Ltd., Chitose city 
12:15-13:15 Lunch  break Ecolin Village, Eniwa city 
16:00-17:00 Registration UNIV-COOP, 2F, Travel Counter 
17:00-18:30 Welcome party University hall, 2F, Restaurant 
4th July 2019 (Thu)   
09:00-10:00 Briefing Building A-2F, Room A215 
10:00-10:30 President visit President's office 
11:00-11:15 Opening 
ceremony 
Building A-2F, Room A211 
11:15-12:30 Special lectures Building A-2F, Room A211 
12:30-13:30 Luncheon I University hall 2F, Restauruant 
13:30-15:40 Session 1 Building A-2F, Room A211 
16:00-17:30 Session 2 Building A-2F, Room A211 
18:00-20:00 Dinner  
5th July 2019 (Fri)   
9:00-10:50 Session 3 Building A-2F, Room A211 
11:10-12:30 Discussion Building A-2F, Room A211 
12:30-13:30 Luncheon II University hall 2F, Restaurant 
13:30-15:00* Hands-on Building R-2F, Room R202/205 




図 16 学長表敬訪問 
  
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 48 － 
 
図 17 基調講演 
 
 
図 18 発表証明書の授与 
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図 19 は実質的な最終日（第 9 日目）にタイ側と日本側の学生と教員に対して実施したアンケート結
果である。概ね全ての行事に参加した両国の学生と教員の回答であり、総括的な傾向を読み取れると考
えられる。ただし、参加者全員が一同に会する機会はなかったため、意見を完全に集約するに至らなかっ
た。なお、回答は 5 段階とし、便宜上、5 点から 1 点で点数付けをしている。 
設問は以下の通りであった。Q1）プログラムの構成（講義、討議、見学、交流等のバランス）［非常に












図 19 第 2 回シンポジウムの全体アンケート(2) 
 
4. 2 第 4 回シンポジウムにおけるアンケート結果 
第 4 回においても、プログラム終了時にアンケートを配布して、記入を依頼した。設問は表 6 の通り
であった。全体的な評価を図 20 に示す。ここでは、母集団が多くなかったこともあり、チェンマイ大学













風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 50 － 
側ならびに本学側の学生と教員を分けていない。なお、Q2～Q5 の回答者数が少ない理由は、それらの
回答をチェンマイ大学側に限ったためである。 




表 6 アンケートの設問（MIER2015） 
Q1. Are you Thai professor/Thai student/Japanese professor/Japanese student/Others ? 
   If you are Japanese, please skip a few questions and go to Q6. 
Q2. Meeting for professors / Icebreaking for students 
Q3. Events (Faculty tour, Center visit, Mini-Lab tour) 
Q4. Evening seminar (Dinner) 
Q5. Composition of MIER2015 (Balance among Preparation, Symposium, Events, and 
Exchange) 
Q6. Symposium (Ceremony, Lecture, Presentation, and Discussion) 
Q7. Banquet, Lunch, Coffee break 
Q8. Level of satisfaction of MIER2015 (Overall) 
Q9. Will you attend the next MIER? 
Q10. Please give us your comments and suggestions to improve MIER  on the reverse side. 
 
 
図 20 第 4 回シンポジウムのアンケート結果 
 
4. 3 第 6 回シンポジウムにおけるアンケート結果 
第 6 回では、プログラム最終日に参加者に対して記入を依頼しているアンケートを、用紙から試行的















1)Yes/very good 2)good 3)average 4)not very good 5)No/not good
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図 20 第 4 回シンポジウムのアンケート結果 
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タイ王国チェンマイ大学との学術国際交流について（合同シンポジウムの活動を中心に） 














































図 21 第 6 回シンポジウムのアンケート結果 
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 52 － 














































風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 52 － 
































































5. 2 広報 
本活動は、本学ホームページ(4) のみならず、特に国内で開催される場合にはメディアにも取り上げら
れている。すべては網羅できていないが、新聞紙上に掲載された記事のリストを表 7 に示す。 
また、両校においてほぼ各回、ホームページを立ち上げて（図 22）、両校ならびに参加者に対する迅
速な情報共有ならびに学内外に対する広報にも努めている（表 8、2020 年 8 月 22 日現在）。 
さらに、本シンポジウムにおいて発表された研究や実施された活動などは、室蘭工業大学紀要
（Memoirs of the Muroran Institute of Technology）(5)、日本工学教育協会誌および JSEE Annual 
Conference International Session Proceedings、日本機械学会講演会、学報、蘭岳、はぐるま会誌、ホー
ムページ（大学案内>お知らせ）などへ積極的に投稿あるいは提出している。 
 
表 7 シンポジウムの新聞報道一覧 
対 象 シ ン
ポジウム 
掲載年月日 記事タイトル 新聞社 
MIER2012 2012 年 1 月 12 日 室蘭で初のシンポ 室蘭民報（1 面） 
MIER2012 2012 年 1 月 12 日 研究で深める国際交流 北海道新聞 
MIER2015 2015 年 5 月 31 日 タイ学生との交流深化 室蘭民報 
MIER2015 2015 年 5 月 31 日 室工大で国際シンポ 室蘭民報 
MIER2015 2015 年 5 月 31 日 室蘭工業大学で国際シンポ
「ＭＩＥＲ２０１５」開催 
室蘭民報（WEB NEWS） 
MIER2019 2019 年 7 月 5 日 室工大とタイ大学合同シンポ
ジウム 
室蘭民報 




風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 54 － 
 
 
図 22 シンポジウムのホームページ（第 6 回） 
 
表 8 MIER のホームページ（上段）ならびに本学広報ページ（下段） 
対象シンポジウム URL 
MIER2012（第 2 回） http://www.muroran-it.ac.jp/mech/MIER2012/ 
http://www.muroran-it.ac.jp/saisin/110628mier2012/index.html 
MIER2013（第 3 回） (N/A) 
http://www.muroran-it.ac.jp/events/news/post-1302.html 
MIER2015（第 4 回） http://www.muroran-it.ac.jp/mech/MIER2015/ 
http://www.muroran-it.ac.jp/guidance/news/post-11672.html 
MIER2017（第 5 回） https://eng.cmu.ac.th/mier2017/ 
https://www.muroran-it.ac.jp/events/news/post-3186.html 
MIER2019（第 6 回） http://www3.muroran-it.ac.jp/MIER2019/ 
https://www.muroran-it.ac.jp/guidance/news/post-20626.html 
 
5. 3 総括 
チェンマイ大学生産工学科と本学機械コースが中心となり開催してきたシンポジウムについて、2010
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が、本学学生の参加に対する呼び水になったようである。一方で学外に目を転じれば、2013 年 2 月、
チェンマイ県と北海道との間で友好関係協定書が締結されたが (6)、事前調査などを通して本学も何らか
の寄与ができたのであれば大変光栄である。 
本年（2020 年）、本シンポジウムの誕生 10 周年を迎えるに当たり、これを記念すべく、第 7 回をチェ
ンマイ大学にて執り行う計画で進んでいた。しかしながら、COVID-19 の世界的な感染拡大により、現
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